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 自ら著述した書籍・文献（「オブジェクト指向型教育」「FLBOK 梗概編」「FFF（育成者の育成）」など）

には必ず「参考図書」として記載している。 

20 余年経って再読したが、非常に重要なことが記述されていることを改めて確認した。 
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…ということもさることながら、「教育」そのものについての洞察がとても深いのだ。 

（初回も感銘を受けたが、２回目に読んで心にズシン
、、、

と響いた箇所がいくつかある） 

EELAB が提唱する「つくるとわかる」（まず実践！）にも密接に関係している。 

 

初回は読みっぱなしだったが、今回は引用文とコメントという形でまとめてみた。 

目的は、自分自身の『学び』のためである。 

ただし、発信先として EELAB のスタッフ（講師）を想定している。そのために、表現が乱暴だったり、

文章に「おちゃらけた」部分があったりするかもしれない。 


